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気 管 切 開 を 有 す る 在 宅 重 症 心 身 障 害 児 ( 者 ) の 吸 引 の

実 態 と 家 族 の QOL  

～ 家 族 に 対 す る 援 助 の 方 向 性 ～  

 

Ⅰ ． は じ め に  

 在 宅 に お い て も 、 人 工 呼 吸 器 を は じ め と し た 高 度 医

療 機 器 が 使 わ れ る よ う に な っ て 久 し い 。 そ れ に 伴 っ

て 、 在 宅 重 症 心 身 障 害 児 （ 者 ） の 家 族 に 必 要 な 指 導 内

容 に 関 す る 研 究 １ ）  ２ ） は 進 展 し た が 、 家 族 の 負 担

を 軽 減 す る 援 助 や 具 体 的 方 法 と い っ た 研 究 は 、 近 年 で

も ま だ 多 く は な い 。  

そ こ で 本 研 究 で は 、 気 管 内 吸 引 に 焦 点 を 当 て 、 重 症

心 身 障 害 児 （ 者 ） 施 設 を 利 用 す る 家 族 を 対 象 に 、 現 在

家 庭 で 実 施 し て い る ケ ア 内 容 と 主 観 的 QOL を 調 査 し 、

障 害 児 ( 者 ) の 家 族 が 必 要 と し て い る 支 援 に つ い て 検

討 し た 。 医 療 的 ケ ア の 中 で も 、 特 に 、 気 管 内 吸 引 に 着

目 し た の は 、 気 管 内 吸 引 に は 、 吸 引 が 必 要 に な っ た と

き の 緊 急 性 、 24 時 間 体 制 が 必 要 と い っ た 特 性 が あ る た

め で あ る 。  
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用 語 の 定 義  

 本 調 査 に お い て 医 療 的 ケ ア と は 、 家 庭 で 家 族 が 実 施

し て い る 気 管 内 吸 引 や 人 工 呼 吸 器 の 管 理 な ど 、 気 管 内

吸 引 に 関 わ る す べ て の 医 療 行 為 を 指 す も の と す る 。  

 特 別 支 援 学 校 の 表 記 に つ い て 、 2007 年 の 学 校 教 育 法

改 正 前 の 調 査 で あ る た め 、 直 接 引 用 の 場 合 は 「 養 護 学

校 」 と そ の ま ま の 表 記 を 使 用 し た 。  

 

Ⅱ ． 方 法  

 2006 年 ４ 月 ～ 12 月 、 在 宅 で 生 活 し 気 管 内 吸 引 を 必 要

と す る 障 害 児 ( 者 ) の 家 族 を 対 象 に 、 自 己 記 入 式 質 問

紙 調 査 を 実 施 し た 。 質 問 項 目 は 、 対 象 者 の 性 別 や 年 齢

な ど の 背 景 、 障 害 児 ( 者 ) が 利 用 し て い る サ ー ビ ス 、

気 管 内 吸 引 の 経 験 、 気 管 内 吸 引 を 必 要 と す る 頻 度 、 吸

引 技 術 に 関 す る 教 育 背 景 、 実 施 し て い る 医 療 的 ケ ア 、

QOL 、 吸 引 に 関 す る 認 識 と し た 。  

 「 医 療 的 ケ ア に 関 す る 質 問 項 目 」 に 関 し て は 、 看 護

実 践 用 語 マ ス タ ー 2005 年 7 月 版 ３ ） を 参 考 に 、 吸 引 以

外 に も 、 人 工 呼 吸 器 、 酸 素 投 与 等 、 気 管 内 吸 引 に 関 連

し て 必 要 と な る 15 技 術  を 提 示 し 、 そ の 中 か ら 現 在 実
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施 し て い る 項 目 を 選 択 し て も ら っ た 。  

 QOL の 測 定 の た め の ア ン ケ ー ト 項 目  と し て は 、

SF-8 日 本 語 版 ４ ） を 使 用 し た 。 SF-8 は 、 Medical Outcome 

Study36-Item Short-Form health Survey (SF-36) の 短 縮 化 尺 度 で あ る 。

「 全 体 的 健 康 感 ： GH 」 「 身 体 機 能 ： PF 」 「 日 常 役 割 機

能 ( 身 体 ) ： RP 」 「 体 の 痛 み ： BP 」 「 活 力 ： VT 」 「 社

会 生 活 機 能 ： SF 」 「 心 の 健 康 ： MH 」 「 日 常 役 割 機 能

( 精 神 ) ： RE 」 の 8 項 目 に つ い て 調 査 し た 。  質 問 紙

の 内 容 に つ い て は プ レ テ ス ト を 2 回 行 い 、 研 究 者 間 で

検 討 し 最 終 決 定 し た 。 SPSSversion10 を 用 い て 家 族 が 行 う 吸

引 の 実 態 に 関 連 す る 項 目 と の 間 で Spearman の 順 位 相 関 を

求 め た 。  

 質 問 紙 の 配 布 は 、 家 族 の 施 設 利 用 時 と し 、 道 内 の 重

症 心 身 障 害 児 ( 者 ) の 通 園 ・ シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス

を 提 供 し て い る 施 設 2 箇 所 の 協 力 を 得 た 。 質 問 紙 の 配

布 時 に 、 研 究 の 意 図 、 非 回 答 の 権 利 や 、 研 究 目 的 と 研

究 参 加 の 利 益 ・ 不 利 益 に つ い て 説 明 さ れ た 書 類 も 同 時

に 配 布 し た 。   

 

倫 理 的 配 慮 と し て 、 回 答 は 無 記 名 で 行 い 、 個 人 が 特
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定 で き な い よ う に 配 慮 し た 。 ま た 、  回 答 の 到 着 を も

っ て 同 意 と み な し た 。 質 問 紙 の 配 布 に 先 立 っ て 、 ２ 施

設 の 施 設 長 に 研 究 の 目 的 、 方 法 等 に 関 し て 了 承 を 得

た 。  

 

Ⅲ ． 結 果  

 協 力 が 得 ら れ た ２ 施 設 に お い て 、 通 園 サ ー ビ ス を 利

用 し 、 気 管 内 吸 引 を 必 要 と す る 児 の ケ ア を し て い る 家

族 、 計 ２ １ 名 に 配 布 し た 。 回 答 が 得 ら れ た の は １ １

名 、 回 答 率 ： 52.3% で あ っ た 。  

１ ． 回 答 者 と 障 害 児 （ 者 ） の 基 本 属 性 ( 表 1)  

 父 親 2 名 、 母 親 9 名 で 、 年 齢 は 20 代 か ら 50 代 の 範 囲

で あ っ た 。 11 名 全 員 が 自 ら の 子 を ケ ア し て い た 。 子 の

年 齢 は １ 歳 か ら 31 歳 、 11 名 と も 気 管 切 開 チ ュ ー ブ を 使

用 し 、 う ち ６ 名 が 人 工 呼 吸 器 を 使 用 し て い た 。 ま た 、

特 別 支 援 学 校 に 通 学 す る 児 は ２ 名 で あ っ た 。 6 歳 未 満

の 未 就 学 児 童 の 場 合 は 、 特 別 支 援 学 校 以 外 の 福 祉 施 設

を 利 用 し て い る ケ ー ス が あ っ た 。 ま た 、 他 に 吸 引 で き

る 家 族 の 数 に つ い て は 、 １ 名 と 回 答 し た 者 が 9 名 、 2

名 と 回 答 し た も の は 2 名 で あ っ た 。 訪 問 看 護 等 の 在 宅
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サ ー ビ ス の 週 当 た り の 時 間 数 は 、 最 短 1 時 間 か ら 最 長

27.5 時 間 で あ っ た 。 特 別 支 援 学 校 高 等 部 卒 業 以 上 の 年

齢 （ 18 歳 以 上 ） に な る と 、 訪 問 看 護 を は じ め と す る 介

護 保 険 制 度 の サ ー ビ ス を 利 用 し て い た 。  

 

２ ． 気 管 内 吸 引 の 経 験 （ 表 ２ 、 3 ）  

 調 査 時 点 に お け る 家 族 の 気 管 内 吸 引 経 験 年 数 は 、 最

短 が 5 ヶ 月 、 最 長 が 22 年 で あ っ た 。 吸 引 手 技 に 慣 れ る

ま で の 期 間 と し て は 、 半 月 か ら 2 、 3 ヶ 月 と い う 範 囲

で 回 答 が あ り 、 1 ヶ 月 を 回 答 し た 者 が 7 名 と 最 多 で あ

っ た 。 1 日 の 吸 引 回 数 は 、 尐 な い 時 に は ０ ～ 4 回 が 最

も 多 い 回 答 で あ っ た 。 Spearman の 順 位 相 関 で み る と 、 1

日 の 最 尐 吸 引 回 数 と 慣 れ る ま で に 必 要 と 思 わ れ る 期 間

に は 強 い 相 関 （ ｒ ｓ ＝ 0.617 ） が あ り 、 家 族 は 、 最 尐 吸

引 回 数 が 尐 な い ほ ど 技 術 に 慣 れ る ま で の 期 間 を 短 く 認

識 し て い た 。  

３ ． 吸 引 手 技 に 関 す る 指 導 の 状 況 （ 表 ３ 、 ４ ）  

 11 例 す べ て の 回 答 者 が 病 院 内 で 看 護 師 か ら 指 導 を 受

け て い た 。 指 導 を 受 け た 期 間 は 最 短 30 分 か ら 最 長 3 週

間 で あ っ た 。 指 導 を 受 け た 期 間 と 慣 れ る ま で に 要 す る
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と 思 わ れ る 期 間 に は 相 関 は 見 ら れ な か っ た （ ｒ ｓ ＝

0.333 ） 。 11 例 中 9 例 が 、 児 の 入 院 中 、 児 の 吸 引 を 看 護

師 の 直 接 監 督 の も と 実 施 す る と い う 方 法 で 指 導 さ れ て

い た 。 回 答 者 の 中 に 、 医 師 や 看 護 師 と い っ た 免 許 を 持

っ た 者 は い な か っ た 。 家 族 は 、 訪 問 看 護 師 、 外 来 受 診

時 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 さ ま ざ ま な 情 報 源 か ら 吸 引 に 関

す る 新 し い 知 識 を 得 て い た 。 ま た 、 吸 引 技 術 に 関 し

て 、 6 名 が 「 教 え ら れ た よ う に し て い る 」 、 4 名 が

「 訪 問 看 護 利 用 時 に 看 護 師 に 聞 い て い る 」 と 回 答 し て

い た 。  

４ ． 家 族 が 実 施 し て い る 吸 引 関 連 技 術 （ 表 ３ 、 ５ ）  

 提 示 し た 吸 引 関 連 技 術 15 項 目 の う ち 、 選 択 さ れ た 項

目 数 は 、 最 低 3 項 目 ( ケ ー ス 6) か ら 最 高 で 13 項 目 ( ケ

ー ス ８ ) で あ っ た 。 最 も 多 く 選 択 さ れ た 項 目 は 「 吸 引

チ ュ ー ブ の 取 り 扱 い 等 の 清 潔 動 作 」 10 名 、 次 に 「 肺 理

学 療 法 」 と 「 気 管 切 開 部 の 消 毒 」 が 9 名 で あ っ た 。

「 去 痰 剤 の 吸 入 」 、 「 ア ン ビ ュ ー バ ッ グ の 使 用 」 、

「 水 分 出 納 の ア セ ス メ ン ト 」 に つ い て は 回 答 数 が ２ ～

４ 名 と 尐 な い 結 果 と な っ た 。  

 吸 引 関 連 技 術 の 選 択 し た 項 目 数 の 多 さ （ 技 術 範 囲 ）
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と 「 吸 引 は 簡 単 で あ る 」 、 あ る い は 「 熟 練 が 必 要 」 と

い っ た 認 識 の 間 に 相 関 は 見 ら れ な か っ た （ ｒ ｓ ＝

0.026 、 0.045 ） 。 吸 引 関 連 技 術 の 項 目 数 の 多 さ 、 つ ま り

技 術 範 囲 は 、 吸 引 を 簡 単 と 感 じ る 傾 向 や 、 吸 引 は 熟 練

が 必 要 と 感 じ る 傾 向 と 関 連 性 が 見 ら れ な か っ た 。 ま

た 、 1 日 の 最 尐 吸 引 回 数 と 吸 引 技 術 を 簡 単 と 感 じ る 傾

向 に は や や 強 い 相 関 （ ｒ ｓ ＝ 0.713 ） が あ っ た 。 す な わ

ち 、 1 日 の 吸 引 回 数 が 尐 な い ほ ど 「 吸 引 は 簡 単 で あ

る 」 と 認 識 す る 傾 向 が み ら れ た 。  

５ ． 家 族 の 主 観 的 QOL （ 図 １ 、 表 ３ ）  

  SF-8 ２ ） は 、 Medical Outcome Study36-Item Short-Form health Survey 

(SF-36○R ) の 短 縮 化 尺 度 で あ り 、 「 全 体 的 健 康 感 ： GH 」

「 身 体 機 能 ： PF 」 「 日 常 役 割 機 能 ( 身 体 ) ： RP 」 「 体

の 痛 み ： BP 」 「 活 力 ： VT 」 「 社 会 生 活 機 能 ： SF 」 「 心

の 健 康 ： MH 」 「 日 常 役 割 機 能 ( 精 神 ) ： RE 」 の 8 項 目

に つ い て 調 査 し 、 （ 身 体 的 サ マ リ ー ス コ ア （ PCS ） と

精 神 的 サ マ リ ー ス コ ア （ MCS ） の 評 価 を お こ な っ た 。

8 項 目 す べ て に お い て 、 50 点 が 2002 年 の 日 本 一 般 住 民

の 平 均 と な る よ う に 、 そ れ ぞ れ 重 み 付 け を 行 な っ た 結

果 、 得 ら れ た 11 例 の 家 族 の QOL と 平 均 を 図 １ に 示 す 。
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ケ ー ス 2 、 5 、 7 の 家 族 に お い て 、 日 本 一 般 住 民 の ス

コ ア 平 均 よ り も 低 い ス コ ア を 示 し た 。 一 方 で 、 ケ ー ス

9 、 11 の よ う に 、 ８ 項 目 す べ て に お い て 日 本 一 般 住 民

の ス コ ア 平 均 を 超 え 、 高 い QOL を 示 す 家 族 が い た 。 ま

た 、 11 例 の 平 均 値 と 日 本 一 般 住 民 を 比 較 す る と 、 重 症

心 身 障 害 児 の 家 族 は 「 全 身 的 健 康 感 ： GH 」 で は 51.54 、

「 身 体 機 能 ： PF 」 で は 52.71 、 「 活 力 ： VT 」 で は 53.38

と 、 日 本 一 般 住 民 の ス コ ア 平 均 を や や 上 回 り 、 「 体 の

痛 み ： BP 」 に つ い て は 日 本 一 般 住 民 の ス コ ア 平 均 を 下

回 る 47.10 で あ っ た 。 身 体 的 サ マ リ ー ス コ ア (PCS) は

49.96 、 精 神 的 サ マ リ ー ス コ ア (MCS) は 50.99 で あ っ た 。  

 技 術 範 囲 と ス コ ア 平 均 の 間 に は 、 弱 い 負 の 相 関 （ ｒ

ｓ ＝ − 0.452 ） が 見 ら れ た 。 す な わ ち 、 実 際 に 行 っ て い

る 吸 引 関 連 技 術 が 多 い ほ ど 、 QOL が 低 く な る 傾 向 が 見

ら れ た 。 一 日 の 最 多 吸 引 回 数 と 最 尐 吸 引 回 数 と の 関 係

で 見 て み る と 、 身 体 的 サ マ リ ー ス コ ア と の 相 関 は な く

（ ｒ  ｓ ＝ 0.086 、 0.095 ） 、 精 神 的 サ マ リ ー ス コ ア と の

強 い 負 の 相 関 （ ｒ ｓ ＝ − 0.785 、 − 0.905 ）  が み ら れ 、

一 日 の 吸 引 回 数 が 多 さ は 、 身 体 的 で は な く 精 神 的 負 担

と な っ て い た 。  
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７ ． 自 由 記 載 欄 の 記 述  

 自 由 記 載 欄 に は 、 以 下 の よ う な 記 述 が あ っ た 。  

ケ ー ス ４ ： 「 学 校 で 吸 引 な ど を 行 な っ て く だ さ れ ば 、

親 が 毎 日 、 別 室 待 機 し な く て も よ く な る と 思 う の で 、

そ の よ う な こ と が 可 能 に な れ ば よ い と 思 い ま す 。 親 の

負 担 を 軽 減 で き る 制 度 が 出 来 れ ば 、 介 護 疲 れ で 親 も 子

も 息 詰 ま り が 尐 し で も 減 る の で は な い か と 思 い ま

す 。 」  

ケ ー ス ６ ： 「 養 護 学 校 の と き 、 吸 引 は 出 来 な い の で 遅

刻 し て も 吸 引 の 必 要 が な い よ う に な っ て か ら 通 学 す る

よ う に と い わ れ 、 『 何 ！ ？ ど う す れ ば い の ？ 』 今 も 、

医 療 行 為 と い う こ と で 、 シ ョ ー ト ( ス テ イ ) を お 願 い

す る と こ ろ も 制 限 さ れ 、 不 便 に 感 じ て い ま す 。 」  

ケ ー ス ７ ： 「 看 護 師 が 吸 引 す る と き に 、 そ の 子 に 応 じ

た サ ク シ ョ ン （ 気 管 内 吸 引 ） を 意 外 と し て い な い と 思

う 。 サ ク シ ョ ン さ れ る 人 の こ と を 考 え て 、 毎 回 し て 欲

し い と 思 う こ と が 多 々 あ り ま す 。 」  

ケ ー ス ８ ： 「 事 故 が 起 こ っ た と き に 対 処 で き る 医 師 等

が い る 環 境 で あ れ ば 、 説 明 （ 教 育 ）  を 受 け た 人 間 が
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各 自 に あ っ た や り 方 を 踏 ま え て 吸 引 を 行 う の は 問 題 な

い と 思 う が 、 そ う で な い 場 合 は や っ て 欲 し く な い 。 」  

以 上 の よ う に 、 子 ど も が 吸 引 と い う 医 療 行 為 を 必 要

と す る た め に 、 利 用 で き る 援 助 が 制 限 さ れ て い る 現 状

が 伺 わ れ た 。  

 

Ⅳ ． 考 察  

１ ． 家 族 が 実 施 す る 吸 引 の 実 態  

在 宅 用 医 療 機 器 の 発 達 は 、 超 重 症 児 と 呼 ば れ る 重 い 障

害 を 持 つ 子 ど も た ち に も 在 宅 で 家 族 と 過 ご す こ と を 可

能 に し て き た 。 岡 田 ５ ） に よ る と 在 宅 で 生 活 し て い る

重 症 心 身 障 害 児 の 数 は ， 27,110 人 で あ り 、 ま た 村 上 ら

６ ） は 平 成 19 年 5 月 に お け る 特 別 支 援 学 校 に お け る 医

療 的 ケ ア 対 象 生 徒 数 は ， 64,316 人 中 6,136 名 で あ り 、 年 々

増 加 中 で あ る と い う 。 そ う し た 中 で 近 年 、 気 管 切 開 児

の 保 育 園 通 園 の 問 題 や 、 障 害 児 を ケ ア す る 家 族 へ の 大

き な 負 担 が 問 題 視 さ れ る よ う に な っ て き た 。 看 護 師 不

足 を 基 盤 と し た サ ー ビ ス の 種 類 や 量 の 不 足 に よ り 、 家

族 が 燃 え 尽 き 症 候 群 に 陥 る ケ ー ス や 、 適 切 な サ ー ビ ス

が あ れ ば 在 宅 で も 過 ご せ る 障 害 児 が 、 施 設 に 長 期 入 所
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せ ざ る を 得 な い ケ ー ス も 見 受 け ら れ る 。  

 飯 島 ら ７ ） の 報 告 に よ る と 、 障 害 児 ( 者 ) の 家 族

は 、 将 来 的 な 介 護 力 低 下 に 対 す る 大 き な 不 安 を 持 つ と

あ る 。 本 研 究 結 果 か ら は 、 対 象 者 が 最 高 50 代 と 比 較 的

若 か っ た た め 、 重 症 児 の 高 齢 化 に よ る 問 題 は 認 め ら れ

な か っ た 。 ま た 、 年 齢 と QOL に も 関 連 が 認 め ら れ な か

っ た 。 し か し な が ら 、 家 族 の 中 に は 、 日 本 一 般 住 民 の

ス コ ア 平 均 を 超 え 、 高 い QOL を 示 す 者 も い た 。 こ れ

は 、 自 ら の 子 ど も の 面 倒 を 見 る と い う 家 族 の 高 い 身 体

能 力 や 、 自 己 肯 定 感 が 影 響 し て い る と 考 え ら れ 、 障 害

を も つ 子 供 の ケ ア が QOL を 低 下 さ せ る 原 因 で は な い こ

と を 示 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 重 症 児

は 、 特 別 支 援 学 校 高 等 部 卒 業 以 上 の 年 齢 （ 18 歳 以 上 ）

に な る と 、 訪 問 看 護 を は じ め と す る 介 護 保 険 制 度 の サ

ー ビ ス を 利 用 し て お り 、 調 査 時 点 に お け る 家 族 の 吸 引

経 験 年 数 は 、 最 長 が 22 年 で あ っ た こ と か ら も 、 近 い 将

来 、 介 護 の 長 期 化 が 問 題 と な り う る と 予 想 さ れ る 。 ま

た 、 サ ー ビ ス 利 用 状 況 や 自 由 記 載 欄 か ら も 、 特 別 支 援

学 校 通 学 中 が 家 族 の レ ス パ イ ト に な っ て い る 状 況 が う

か が わ れ 、 「 養 護 学 校 の 先 生 の 存 在 が 主 た る 介 護 者 の
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肉 体 的 ・ 精 神 的 負 担 を 軽 く す る と い う 在 宅 支 援 の 一 翼

を 担 っ て い る の で は な い か 」 ８ ） と す る 平 元 の 先 行 研

究 結 果 と も 矛 盾 し な い 結 果 と な っ た 。  

 

２ ． SF-8 ４ ） に よ る 家 族 の 主 観 的 QOL  

SF-8 に よ る 8 項 目 に つ い て 調 査 し 、 （ 身 体 的 サ マ リ ー

ス コ ア （ PCS ） と 精 神 的 サ マ リ ー ス コ ア （ MCS ） の 評

価 を お こ な っ た 。 SF-8 に は 、 SF-36 と 比 較 し て 質 問 数 が

4 分 の 1 以 下 、 ま た 、 SF-8 と SF-36 を 比 較 す る こ と が 可

能 と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 SF-8 は 、 文 化 の 差 に あ ま

り 影 響 を 受 け な い 尺 度 と さ れ て い る が 、 SF-8 か ら 推 定

さ れ る 得 点 は 、 SF-36 よ り も 精 度 が 落 ち る こ と が 欠 点 と

さ れ て い る 。  

 今 回 の 調 査 の 結 果 、 SF-8 に よ る QOL ス コ ア 平 均 は 予

想 さ れ て い た 程 、 低 く は な か っ た 。 在 宅 で 、 実 際 に 子

供 の 面 倒 を 見 る こ と が 出 来 て い る 家 族 を 対 象 と し た た

め 、 身 体 活 用 能 力 を 示 す ス コ ア 平 均 が 一 般 よ り も 高 く

現 れ た こ と が 、 そ の 理 由 の 一 つ と し て 考 え ら れ る 。 反

面 、 体 の 痛 み を 持 ち つ つ 児 の ケ ア に 当 た っ て い る 家 族

の 状 況 が 認 め ら れ 、 家 族 の バ ー ン ア ウ ト を 早 期 発 見 す
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る た め の チ ェ ッ ク リ ス ト の 開 発 や 体 制 整 備 の 必 要 性 が

示 唆 さ れ た 。  

 家 族 の QOL に 影 響 す る 要 因 と し て は 他 に 、 一 日 最 低

吸 引 回 数 の 多 さ が 家 族 の 精 神 的 な QOL を 低 下 さ せ て い

る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 実 際 に 行 っ て い る 吸

引 関 連 技 術 が 多 い ほ ど 、 QOL が 低 く な る 傾 向 が 見 ら れ

た 。 こ の こ と か ら 、 家 族 が 実 施 す る 吸 引 回 数 を 可 能 な

限 り 減 尐 さ せ る こ と が 有 効 と 思 わ れ る 。 し か し そ の 場

合 の 具 体 的 な 援 助 方 法 に つ い て の 検 討 が 必 要 と 考 え ら

れ る 。  

 

３ ． 吸 引 の 実 態 と QOL を 踏 ま え た 援 助 に つ い て  

 家 族 は 、 一 日 の 最 低 吸 引 頻 度 が 多 い ほ ど 慣 れ る ま で

に 時 間 を 要 す る と 捉 え て い る こ と が わ か っ た 。 さ ら

に 、 一 日 の 最 低 吸 引 頻 度 は 、 尐 な く な る ほ ど 「 吸 引 は

簡 単 で あ る 」 と 認 識 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。 吸 引 技 術 の

難 易 度 に つ い て は 、 実 際 に 行 っ て い る 吸 引 関 連 技 術 が

多 い ほ ど 、 QOL が 低 く な る 傾 向 が 見 ら れ た 。 こ れ ら か

ら 、 家 族 の QOL 向 上 の た め に は 、 家 族 が 行 う 吸 引 回 数

を 減 ら す 援 助 、 吸 引 技 術 を 簡 便 化 す る 援 助 が 必 要 で あ
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り 、 そ れ ら の 研 究 を 進 め る こ と が 課 題 と 思 わ れ る 。  

 ま た 、 11 例 全 て が 看 護 師 か ら 指 導 を 受 け て い た と い

う 結 果 か ら も 、 技 術 指 導 に お け る 看 護 師 の 役 割 は 大 き

い 。 気 管 内 吸 引 は 、 必 ず 医 師 が 行 わ な け れ ば な ら な い

「 絶 対 的 医 行 為 」 と は 異 な る 「 相 対 的 医 行 為 」 と さ

れ 、 看 護 師 が 医 師 の 指 示 の 下 実 施 す る 技 術 で あ り 、 免

許 に と ら わ れ ず 吸 引 経 験 等 も 考 慮 し た 技 術 指 導 の 認 定

資 格 に つ い て 、 検 討 の 余 地 が あ る と 思 わ れ た 。  

 文 部 科 学 省 か ら の 嘱 託 を 受 け 、 日 本 看 護 協 会 は 2004

年 12 月 に 検 討 プ ロ ジ ェ ク ト を 設 置 し 、 2005 年 3 月 、

｢ 盲 ･ 聾 ･ 養 護 学 校 に お け る 医 療 的 ケ ア 実 施 対 応 マ ニ

ュ ア ル ｣ ９ ） を 作 成 し た 。 こ れ に よ り 養 護 （ 特 別 支

援 ） 学 校 教 員 は 、 た ん の 吸 引 、 経 管 栄 養 、 及 び 導 尿 の

補 助 の 実 施 が 可 能 と な っ た 。 し か し な が ら 、 各 自 治 体

に よ り 看 護 師 配 置 を 強 化 す る な ど 医 療 的 ケ ア に 対 す る

対 応 の 違 い が 見 ら れ て い る 。 こ れ は 、 所 属 自 治 体 に よ

り そ れ ぞ れ 異 な る 対 応 を 探 求 し な け れ ば な ら な い と い

っ た 非 合 理 性 が あ る と 考 え ら れ る 。 在 宅 や 特 別 支 援 学

校 を 含 め 、 あ ら ゆ る 臨 床 現 場 に お い て 、 医 師 ・ 看 護 師

以 外 に よ る 医 療 的 ケ ア 提 供 に つ い て 議 論 す る と 共 に 、
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森 山 ら 10 ） の 提 言 の よ う に 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 行 政 関 連 職

種 間 で あ る 程 度 統 一 さ れ た 役 割 の 明 確 化 を 進 め 、 家 族

が 必 要 と す る 援 助 を 十 分 に 提 供 可 能 な 連 携 体 制 を 整 え

る 必 要 性 が あ る と 思 わ れ た 。  

 本 研 究 結 果 に お い て は 、 看 護 協 会 作 成 の マ ニ ュ ア ル

９ ） に 定 め ら れ て い る 特 別 支 援 学 校 教 員 が 行 え る 吸 引

技 術 の 範 囲 よ り も 、 人 工 呼 吸 器 の 使 用 、 ア ン ビ ュ ー バ

ッ グ の 使 用 等 、 家 族 に 要 求 さ れ る 技 術 範 囲 が 広 範 で あ

っ た 。 医 療 技 術 は 、 日 々 更 新 さ れ て い く も の で あ る 。

従 っ て 、 そ れ ら の 技 術 に つ い て 、 家 族 が 特 別 支 援 学 校

教 員 に 教 え る 、 あ る い は 研 修 を 受 け た 特 別 支 援 学 校 教

員 が 新 人 の 特 別 支 援 学 校 教 員 に 指 導 す る の で は な く 、

医 療 的 ケ ア の 指 導 に は 医 師 か 看 護 師 が 携 わ る 必 要 が あ

る 。 こ の 結 果 は 、 馬 渡 ら １ １ ） に よ る 、 特 別 支 援 学 校

に お い て 緊 急 時 に も 対 応 で き る 体 制 整 備 の た め に 、 看

護 師 や 医 師 の 管 理 監 督 下 で 担 任 教 諭 に よ る 医 療 的 ケ ア

が な さ れ る 必 要 性 が あ る と す る 意 見 を サ ポ ー ト し て い

る 。 担 任 教 諭 に 過 重 な 責 務 を 負 わ せ ず 、 安 全 な 医 療 的

ケ ア を 提 供 す る た め の 異 職 種 連 携 に よ っ て 、 家 族 が 安

心 し て 子 ど も を 任 せ ら れ る 環 境 の 提 供 が 可 能 に な る と
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考 え ら れ た 。  

  

Ⅴ ． お わ り に  

 家 族 が 行 う 吸 引 回 数 を 減 ら す 援 助 、 吸 引 技 術 を 簡 便

化 す る 援 助 が 、 家 族 の QOL 向 上 に 必 須 で あ る 。 ま た 、

吸 引 回 数 の 多 い 家 族 に 対 す る 精 神 的 援 助 や 、 家 族 の 燃

え 尽 き 症 候 群 を 早 期 発 見 す る た め の チ ェ ッ ク リ ス ト 等

の 開 発 の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。 加 え て 、 家 族 が 必 要 と

す る 援 助 を 提 供 す る た め に は 、 関 連 職 種 間 で 役 割 の 明

確 化 を 進 め 、 そ の 地 域 に お け る 連 携 体 制 を 整 備 す る こ

と が 求 め ら れ る 。  

研 究 の 限 界 と し て 、 回 答 者 数 が 尐 な さ と 家 族 の 調 査

協 力 の 動 機 に 「 つ ら い 現 状 を 知 っ て 欲 し い 」 と い っ た

バ イ ア ス が 否 定 で き な い こ と が あ る 。 大 規 模 な 無 作 為

抽 出 比 較 研 究 は 不 可 能 で あ る が 、 事 例 研 究 等 の 質 的 研

究 を 比 較 検 討 す る こ と に よ り エ ビ デ ン ス を 創 出 し 、 家

族 援 助 の 具 体 的 方 法 の 検 討 が 今 後 の 課 題 で あ る 。  

本 研 究 は 、 平 成 18 年 度 北 海 道 大 学 医 学 部 保 健 学 科 研

究 助 成 を 受 け た も の 一 部 で あ り 、 第 54 回 小 児 保 健 学 会

で 発 表 さ れ た 。  
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気 管 切 開 を 有 す る 在 宅 重 症 心 身 障 害 児 ( 者 ) の 吸 引 の

実 態 と 家 族 の QOL ～ 家 族 に 対 す る 援 助 の 方 向 性 ～  

 

論 文 要 旨  

本 研 究 で は 、 在 宅 で 生 活 し 、 重 症 心 身 障 害 児 （ 者 ）

施 設 を 利 用 す る 家 族 １ １ 名 を 対 象 に 、 現 在 家 庭 で 実 施

し て い る ケ ア 内 容 と 主 観 的 QOL を 調 査 し 、 障 害 児

( 者 ) の 家 族 が 必 要 と し て い る 支 援 に つ い て 検 討 し

た 。 そ の 結 果 、 気 管 内 吸 引 以 外 に 必 要 な 医 療 的 ケ ア が

多 い ほ ど QOL ス コ ア 平 均 が 低 く 、 吸 引 回 数 の 多 さ は 、

精 神 的 QOL を 低 下 さ せ て い た 。 こ れ に よ り 、 家 族 が 行

う 吸 引 回 数 を 減 ら す 援 助 、 吸 引 技 術 を 簡 便 化 す る 援 助

が 、 家 族 の QOL 向 上 に 必 須 と 考 え ら れ た 。 加 え て 、 吸

引 回 数 の 多 い 家 族 に 対 す る 精 神 的 援 助 や 、 家 族 の 燃 え

尽 き 症 候 群 を 早 期 発 見 す る た め の チ ェ ッ ク リ ス ト の 開

発 、 そ の 学 校 や 地 域 に お け る 連 携 体 制 整 備 が 重 要 と 考

え ら れ た 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 家 族 、 重 症 児 、 気 管 吸 引 、 主 観 的 QOL  
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QOL of Family Caregivers of Children with SMIDS who Require Tracheal Suctioning  

 

Summary  

 The purpose of this research is to reveal necessary support for the families who take 

care of their children with severe motor and intellectual disabilities (SMIDS) at home. In 

order to understand the reality of their life, a survey was conducted asking about the 

contents of care and subjective evaluation of quality of life by Japanese version of Medical 

Outcome Study Short-Form 8-Item Health Survey (SF-8). The results showed that there 

was a weak correlation between average QOL scores of families and the frequencies of 

suctioning. The number of procedures required for children’s care was inversely correlated 

with the mental QOL of the caregivers. This implies that support for reducing the 

frequency of suctioning and simplifying the suctioning technique are prerequisite for the 

improvement of family’s QOL. Therefore, mental support for family caregivers whose 

child requires frequent suctioning, a check list for preventing burn out syndrome, and 

interacademic and interprofessional teamwork with clear roles for each professional should 

be developed for better care provision for the families.  

 

Key words: Family support, SMIDS, Tracheal suctioning, Subjective QOL  
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表 1 家族とケア必要者（重症児）の基本属性   

ケース No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

家族の性別 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 男性 男性 女性 

家族の年齢 40 代 50 代 50 代 30 代 40 代 50 代 20 代 30 代 50 代 40 代 30 代 

ケア必要者との関係 子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 

ケア必要者の年齢 19 25 31 4 18 23 6 1 9 11 2 

気管切開の有無 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 

人工呼吸器の有無 有 有 有 有 無 無 無 有 無 有 無 

自力咳嗽 不可 可 可 不可 可 可 可 不可 不可 可 不可 

養護学校への通学 無 無 無 
こどもラ

ンド 
無 無 楡の会 無 初等部 中等部 無 

ほかに吸引できる家族の数 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 

利用しているサービス内容 訪問看

護師（2

時間、2

週間に一

度） 

訪問看

護（1.5 時

間、月～

金）、   

ヘルパー

(2 時間、

月～金） 

訪問入

浴（週 1

回） 

訪問看護

（1.5時間/

月曜）   

福祉セン

ター(1.5時

間/火曜）  

訪問リハ

（1 時間/

水曜）    

訪問看護

（1.5時間/

金曜） 

リハビリ

（40分間、

火曜）、 

通園ホー

ム(5 時

間、金曜） 

通所 

（10：00

～15：

30、月～

金） 

訪問看

護（時間

の記載な

し、月・

水・金） 

身体介

護（1.5 時

間／月･

水･金、1

時間／

火・木・

土・日） 

記載なし 外出介

護・身体

有り（時

間の記載

なし、夏

休み、冬

休み中の

月～金） 

記載なし 

週当たりの利用時間数 1 時間 17.5 時間 ‐ 5.5 時間 
5 時間 40

分 
27.5 時間 ‐ 8.5 時間 ‐ ‐ ‐ 
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表２ 家族の吸引経験       

ケース No． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

吸引経験 4 年 9 ヶ月 20 年 9 年 3 年 1年7ヶ月 22 年 4 年 6 ヶ月 1 年 5 ヶ月 10 年 2 年 

慣れるまでにかかる期間 1 ヶ月 2 ヶ月 1 ヶ月 1 ヶ月 半月 1 ヶ月 2,3 ヶ月 半月 1 ヶ月 1 ヶ月 1 ヶ月 

吸引回数（多い時） １７～２０ ２１～２４ ９～１２ ０～４ １３～１６ ５～８ 50 ２１～２４ ５～８ 50 ９～１２ 

吸引回数（少ない時） ９～１２ １７～２０ ５～８ ０～４ ５～８ ０～４ １３～１６ ０～４ ０～４ ９～１２ ５～８ 
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表３ 家族が行う吸引の実態の各項目との相関 

  最多回数 最少回数 慣れる 指導期間 技術範囲 簡単 熟練 PCS MCS スコア平均 

最多回数 1 0.737** 0.217 0.195 0.53 0.45 -0.2 0.086 ‐0.785** ‐0.610* 

最少回数   1 0.617* 0.256 0.349 0.713* -0.562 0.095 ‐0.906** ‐0.749** 

慣れるまでにかかる期間 1 0.333 0.024 0.401 -0.446 0.22 -0.44 ‐0.286 

指導を受けた期間     1 0.213 0.17 -0.088 -0.009 -0.105 ‐0.019 

技術範囲     1 0.026 0.045 -0.247 -0.222 ‐0.452 

吸引は簡単だと思う         1 ‐0.834** -0.236 -0.472 ‐0.586 

吸引は熟練が必要      1 0.25 0.275 0.467 

PCS（身体的サマリースコア）           1 -0.369 0.515 

MCS(精神的サマリースコア）       1 0.564 

スコア平均                 1 

* 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 

** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 
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表４ 吸引に関する家族への指導の状況       

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

吸引の指導を受けた場所 病院 病院 病院 病院 病院 病院 病院 病院 病院 病院 病院 

吸引の指導を受けた期間 1 週間   3 週間 1 日 30 分 1 週間 １週間 2,3 日 1 時間 30 分 2 日 

吸引の指導を受けた方法 
入院中の

直接指導 
  

入院中の

直接指導 

入院中の

直接指導 

入院中の

直接指導 

入院中の

直接指導 

入院中の

直接指導 

入院中の

直接指導 
  

入院中の

直接指導 

入院中の

直接指導 

吸引の指導者 
看護師･

医師 
看護師 看護師 看護師 看護師 看護師 看護師 看護師 看護師 看護師 看護師 

吸引の資格 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし 

吸引に関する新しい知識の

獲得 

訪問看護

利用時 

教えられ

たとおり

にしてい

る 

教えられ

たとおり

にしてい

る 

インター

ネット・医

師の訪問

時・訪問

看護利用

時 

外来･入

院時に医

師に相

談、指導

を受けた 

教えられ

たとおり

にしてい

る 

訪問看護

利用時 

訪問看護

利用時・

教えられ

たとおり

にしてい

る 

教えられ

たとおり

にしてい

る 

教えられ

たとおり

にしてい

る 

インター

ネット・施

設利用時 
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表５ 家族が実施している吸引関連技術 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

うがい手洗い等の感染予防                       

吸引チューブの取り扱い等の清潔動作                       

去痰剤の吸入                       

加湿器の使用                       

肺理学療法                       

体位交換                       

人工呼吸器の取り扱い                       

気管切開チューブの固定                       

気管切開部の消毒                       

気管切開チューブの交換                       

酸素投与                       

アンビューバッグの使用                       

SpO2 等のバイタル測定                       

水分 In/out バランスのアセスメント                       

その他                       
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図１ 在宅重症心身障害児(者）の家族の主観的 QOL



 27 

 


